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内容要旨 

 【目的】急性脳主幹動脈閉塞に対する血栓回収療法は, カテーテルを用いた

脳血管内治療である。2015 年に発表された複数の大規模臨床試験により, 従来

治療と比べて患者の機能予後を大幅に改善することが示され, 現在では急性脳

主幹動脈閉塞における標準的治療として認可されている。ステント型血栓回収

機器あるいは大口径吸引カテーテルを用いたこれらの治療では閉塞血管の有効

再開通率は 8 割近くに達するが, この有効再開通の達成が患者の予後改善に直

結する。有効再開通の予測因子について, 術前の画像検査所見を用いた研究が

いくつか報告されている。しかし, 術中の血管撮影による造影所見を利用した

有効再開通の予後予測因子を研究した報告はこれまでにない。我々は術中血管

撮影での血管閉塞部における血栓の形態学的特徴に着目し, 血栓が血管の近位

側にカニの爪状に突出する所見を claw sign と名付け, この claw sign が有効

再開通と関連するかどうかを検討した。 

 【方法】2014 年 1 月から 2017 年 12 月にかけて徳島大学病院において急性脳

主幹動脈閉塞に対する血栓回収療法を施行した症例を後方視的に抽出した。閉

塞血管は内頚動脈, 近位中大脳動脈, 椎骨および脳底動脈を対象とした。血栓

回収療法の適応基準として術前画像検査でアルバータ州脳卒中プログラム早期

CT スコア 6 以上とし, 症状の重症度に制限を設けなかった。有効再開通は閉塞

血管支配領域の 50%以上の再還流とした。血栓回収療法中の治療デバイスが通

過する前の血管撮影において, 閉塞部の血栓が母血管径の半分以上, 近位側に
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突出する場合を claw sign 陽性と定義した。 

 【結果】選択基準を満たした 73 症例（男性 41 例, 年齢：75.0±10.9 歳）を

解析した。有効再開通は 56 人（77％）で達成された。有効再開通が得られた群

と得られなかった群の比較では, claw sign は有効再開通群でより高頻度に認

められた（50.0％および 5.9％, p <0.01）。Claw sign 陽性群と陰性群を比較す

ると陽性群で心房細動の有病率, 中大脳動脈の M2 閉塞の割合, そして塞栓性

梗塞の機序の割合が有意に多かった。多変量解析の結果, claw sign は独立し

た有効再開通の関連因子であり, オッズ比は 12.50（95％信頼区間 1.50〜

103.00; p = 0.019）であった。 

【考察】今回の研究では急性脳主幹動脈閉塞に対する血栓溶解療法において, 

治療中の血管閉塞部の放射線形態学的特徴である claw sign が有効再開通と関

連することを示した。有効再開通が得られることは患者の機能予後と直結する

ため, claw sign は良好な予後予測因子となる可能性がある。Claw sign の陽性

群では心房細動の有病率や塞栓性梗塞の機序の割合が多く, 血管閉塞過程にお

いて塊状の塞栓子が詰まることによって, 近位側に突出するカニの爪のような

造影所見が形成されると考えられる。Claw sign の陽性率は閉塞血管の解剖構

造に影響される。中大脳動脈 M1 では正面像で血管の長軸を捉えるために claw 

sign が確認しやすい一方で, 側面像での評価は困難である。また内頚動脈サイ

フォン部のような屈曲の多い場所では claw sign が偽陰性となりうることが予

想される。単独施設の検討であり, 今後は複数施設のより多数例での評価が望

まれる。 

【まとめ】claw sign は急性脳主幹動脈閉塞における血栓回収療法の有効再

開通と関連し, 予後予測因子として用いることができる可能性がある。 
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